



























２. 台湾縦貫鉄道の ｢民設論｣ と政府保護






台湾縦貫鉄道をめぐる ｢官設論｣ と ｢民設論｣
老 川 慶 喜
１) 『東京商業会議所月報』 第  号,     年８月
(渋沢青淵記念財団竜門社編纂 『渋沢栄一伝記


















































るまでの経緯を, 『台湾総督文書』 や 『東京



















立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
２) ｢台湾鉄道｣ (『台湾新報』     年７月  日)｡




配と展開』 中京大学社会科学研究所,     年,   ～  頁)｡ なお, 高橋泰隆 『日本植民地鉄道
史論―台湾, 朝鮮, 満州, 華北, 華中鉄道の経
営史的研究―』 (日本経済評論社,     年,   
～  頁) も参照のこと｡ ５) 台湾総督府鉄道部編 『台湾鉄道史』 上巻,     
                                                               
台湾縦貫鉄道をめぐる ｢官設論｣ と ｢民設論｣   
表１ 台湾鉄道の発起人総代 (創立委員)
氏 名 住 所 備 考
今村清之助 東京市日本橋区茅場町 株式仲買人, 東京株式取引所設立発起人, 九州・関西・山陽など諸鉄道会社の
経営に参加, 今村銀行頭取
原 六郎 東京市荏原郡元品川 横浜正金銀行・東洋汽船・東武鉄道・横浜船渠・豊前採炭・帝国ホテル取締役,
東京貯蔵銀行監査役
堀田正養 東京市牛込区二十騎町 子爵, 貴族院議員
岡部長職 東京府北豊島郡高田村 子爵, 司法大臣, 貴族院議員
小野金六 東京市神田区佐久間町 小白鉱山合資代表社員, 東京割引銀行頭取, 富士製紙・東京機械製造社長, 日
本煉炭・富士水電・阿波鉱山採鉱・加納鉱山・大日本耐火煉瓦・山梨軽便鉄道
・東京電灯・九州炭礦汽船・帝国商業銀行取締役, 東京鉄道・順宜牧畜監査役








川崎八右衛門 東京市本所区千歳町 川崎銀行頭取, 川崎貯蓄銀行設立
川村 惇 東京市麻布区新網町 『時事新報』 主筆
安場保和 東京市麻布区一本町松 男爵, 日本鉄道主唱発起人, 福岡県知事, 北海道庁長官
眞中忠直 東京市浅草区橋場 衆議院議員
松本直巳 東京市麹町区中六番町 東京機械製造
菊地長四郎 東京市日本橋区元浜町 東海銀行頭取, 四十一銀行・富士製紙・東洋モスリン・東亜製粉取締役, 横浜
倉庫監査役, 呉服商
渋沢栄一 東京市深川区福住町 男爵, 帝国劇場・東京貯蓄銀行会長, 第一銀行頭取, 東京市養育院長, 東京銀
行集会所会長, 東京興信所評議会員長, 生産調査会副会長
岡橋治助 大阪市東区船越町 愛知実業銀行頭取, 名古屋米穀取引所理事長, 尾三貯蓄銀行監査役, 覚王山電
気軌道合名会社員
松本重太郎 大阪市北区堂島浜通 毛斯綸紡績社長
本山彦一 大阪市北区堂島北町 大阪毎日新聞社長, 南海鉄道・明治生命保険取締役
原 善三郎 横浜市弁天通 横浜生糸売込商, 横浜商業会議所会頭, 第二国立銀行頭取
大谷嘉兵衛 横浜市元浜町 日本製茶社長, 横浜貯蓄銀行・横浜七十四銀行頭取, 東京火災海上運送保険・
横浜電線製造取締役, 日本勧業銀行・日本興業銀行監査役, 横浜商業会議所会
頭
渡邊福三郎 横浜市元浜町 帝国冷蔵・横須賀電灯瓦斯社長, 横浜鉄道常務取締役, 横浜電気・東京瓦斯・
東洋モスリン・横浜電線製造・成田鉄道取締役, 東京火災保険評議員, 横浜市
参事会員, 横浜商業会議所議員, 海産物商




吉田録在 名古屋市南部平町 愛知実業銀行頭取, 名古屋米穀取引所理事長, 尾三貯蓄銀行監査役, 覚王山電
気軌道合名会社員














れた｡ 発起人総代 (創立委員) は表１のよう
に  名で, 安場保和を創立委員長とし, 東京,
大阪, 京都, 名古屋, 横浜の有力な実業家が
名を連ねていた｡ 資本金は    万円 (１株  
円,   万株) で, 台北から打狗 (高雄) にい











台中, 嘉義, 楊 , 鳳山を経て打狗 (高雄)



























いては, さしあたり安場保吉編 『安場保和伝    ‒  』 (藤原書店,     年) 所収の中村尚
史 ｢日本鉄道会社の創設へ｣ (第５章), 東條正
｢福岡県令・県知事時代｣ (第７章) を参照のこ
と｡










関西鉄道                    哩  鎖   哩  鎖
京都鉄道                  哩  鎖   哩  鎖







































































った｡ そして, その際に ｢利益の保証若くは
利子の補給と云ふが如き特典は｣ 付与しない
が, 基隆から水返脚, 台北, 新竹を経て香山
にいたる  哩の既設鉄道については ｢廉価を
以て払下げ｣ るというのであった  )｡ 台湾縦
台湾縦貫鉄道をめぐる ｢官設論｣ と ｢民設論｣   



























る｣ こと, 第３に ｢資本の注入に由りて内地
と本島との関係を密接ならしむるは官業に勝






























った｡ それでも, 安場らは ｢是非七朱の補給





立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
５月  日)｡  ) ｢台湾鉄道の官設論｣ (『東京朝日新聞』     
年６月  日)｡  ) ｢台湾鉄道は愈民設｣ (『東京朝日新聞』     
年７月  日)｡  ) ｢台湾鉄道模様替｣ (『東京朝日新聞』     年
８月１日)｡  ) ｢補給利子｣ (『東京朝日新聞』     年３月９





と記している (前掲 『台湾鉄道史』 上巻,     






なった  )｡ すなわち, 政府は ｢台湾ノ経営上
鉄道布設ノ緊急ニシテ一日モ忽諸ニスヘカラ




















た｡ 対象となった輸入品は, ① ｢機関車, 客
車, 貨車, 及其附属品｣, ② ｢軌鉄及其附属
品｣, ③ ｢橋梁用鉄材｣, ｢軌道用木材｣ などで
あった  )｡ こうして, 台湾鉄道は, ６％の利
子補給, 鉄道敷設材料の輸入税の免除という,
手厚い政府保護を獲得することになった｡




























台湾縦貫鉄道をめぐる ｢官設論｣ と ｢民設論｣   
  ) ｢台湾鉄道｣ (『台湾新報』     年３月  日)｡  ) ｢拓殖務省所管 予算外国庫ノ負担トナルヘ
キ契約ヲ為スノ要求書｣ (『台湾総督府文書』     ‒   )｡  ) ｢台湾鉄道補助費提出｣ (『東京朝日新聞』     
年３月  日)｡  ) ｢台湾鉄道株式会社鉄道敷設材料輸入税免除
律令案伺｣     年３月２日 (『台湾総督府文書』     ‒   )｡  ) ｢台湾鉄道会社鉄道敷設用材料輸入税免除律






























































立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
  ) ｢台湾鉄道｣ (『東京朝日新聞』     年１月  
日)｡  ) ｢台湾鉄道｣ (『台湾新報』     年２月  日)｡  ) 龍門社編 『青淵先生六十年史』     年,     
頁｡  ) ｢台湾鉄道会社仮定款｣ 第  条,     年５月
５日 (前掲 『台湾鉄道史』 上巻,    頁)｡  ) 前掲 ｢台湾鉄道会社創立事務報告書｣    頁｡
  ) ｢台湾鉄道会社｣ (『台湾新報』     年６月  
日)｡  ) ｢台湾鉄道会社｣ (『台湾新報』     年６月  
日)｡  ) 台湾鉄道会社創立委員長安場保和 ｢創業総会
開設之儀ニ付願｣ (台湾総督乃木稀典宛)     
年７月  日 (『台湾総督府文書』      ‒   )｡  ) 前掲 ｢台湾鉄道会社創立事務経過報告書｣    
頁｡  ) ｢台湾鉄道会社｣ (『台湾新報』     年８月６
日), ｢山本副官の演説｣ (『台湾新報』     年８
月  日)｡  ) ｢台湾鉄道の私設保護を廃して官設と為すべ









た  )｡ しかし, それでは ｢海外各国に対して
不面目なるのみならず, 本島民の不便此上な
き有様なる｣ と考え, 評議の結果 ｢逓信事業
費中より三万余円を出して本月末日まで運転

























た｡ 来会者は, ｢近衛公, 蜂須賀侯, 大隈伯,
高島子, 安場男を始め, 渋沢, 田中, 大倉,
雨宮, 梅浦, 安田等の諸氏四十有余名｣ であ
った｡ 席上, 岡部創立委員長は同鉄道会社の

























台湾縦貫鉄道をめぐる ｢官設論｣ と ｢民設論｣   
  ) ｢台湾既成鉄道の前途｣ (『台湾新報』     年  月７日)｡  ) ｢来月一日後の既成鉄道｣ (『台湾新報』     
年  月  日)｡  ) ｢東京府知事の更迭と台湾鉄道会社｣ (『台湾
新報』     年  月  日)｡
  ) ｢台鉄会合と隈伯談話｣ (『東京朝日新聞』     
年  月８日)｡  ) ｢大隈伯談話｣ (『東京朝日新聞』     年  月
９日)｡ なお, ｢台湾鉄道の計画｣ (『東京経済雑








































るため, 英国のピーコック社 (                    ) に外債を仰いで外資の輸入を図
ったが, ｢政府の保証を要すとのことにて纏
ら｣ なかった｡ そのため, 台湾鉄道は, 再三
にわたり成立期限の延期を申請しなければな




























立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
  ) ｢大隈伯談話｣ (『東京朝日新聞』     年  月
９日)｡  ) ｢台鉄委員長と総会｣ (『台湾新報』     年  
月  日)｡  ) ｢水野氏と台鉄｣ (『台湾新報』     年  月  
日)｡  ) ｢台湾鉄道会社近情｣ (『台湾新報』     年  
月９日)｡  ) 堀田正養 ｢会社成立期限延期願｣     年１月  日 (『台湾総督府文書』      ‒   )｡
  ) ｢台湾鉄道延期理由｣ (『東京朝日新聞』     
年３月２日)｡  ) ｢台湾総督の更迭｣ (『台湾新報』     年３月
１日)｡  ) ｢台湾鉄道会社成立の延期｣ (『台湾新報』     










































報』 によれば, ピーコック社は ｢債券に対し
政府の保証を得る能はずとせば債務の弁償に
対し政府は何等かの責任を分担せられたし｣
と要求したが, 政府は ｢是等の需に応｣ じな



















台湾縦貫鉄道をめぐる ｢官設論｣ と ｢民設論｣   
  ) ｢台湾鉄道創立委員会｣ (『台湾新報』     年





入計画｣ (『東京朝日新聞』     年５月  日)｡  ) ｢台湾鉄道会社とピーコック会社との交渉｣
(『中外商業新報』     年６月  日)｡  ) ｢台湾鉄道の延期々限と其理由｣ (『中外商業






























































請求し｣ た｡ その後, しばらくの間, 政府か
らは ｢何等の沙汰｣ もなかったが  ), 鉄道敷
設部の長谷川勤介技師長が上京し, 台湾鉄道
と協議のうえ, 買上品目, 価格, 手続きなど
を決定した  )｡
立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
  ) ｢台鉄の否運｣ (『東京朝日新聞』     年３月  日)｡  ) ｢児玉総督の時務談｣ (『東京朝日新聞』     
年８月７日)｡  ) ｢台湾鉄道公債方案｣ (『東京朝日新聞』     
年９月  日)｡
  ) ｢後藤民生局長談片｣ (『東京朝日新聞』     
年  月９日)｡  ) ｢台湾総督府公債募集の議｣ (『東京朝日新聞』    年  月８日)｡  ) 鶴見祐輔 『正伝・後藤新平』 第３巻, 藤原書
店,     年,    頁｡  ) ｢台湾鉄道会社解散の結果｣ (『台湾新報』     





過を報告し, 渋沢, 小野金六, 川村惇, 松本
直巳, 堀田正養, 原六郎, 今村清之助, 大倉
喜八郎の８名を残務委員に選挙した  )｡ 台湾




















台湾縦貫鉄道をめぐる ｢官設論｣ と ｢民設論｣   
  ) 足立栗園 『今村清之助君事歴』     年,    
頁｡
表３ 台湾鉄道収支報告書
費 目 金 額 備 考
収
入
創業費      円    発起人   人より出資 (１名につき  円)

















出典：台湾鉄道会社創立事務所 ｢台湾鉄道会社創立事務経過報告書｣ (台湾総督府鉄道部 『台湾鉄道史』 上巻,     年,   ～   頁)｡



























紀和, 豊川, 豆相, 京都, 中国, 房総, 太田,
北越, 阪鶴などの既成・未成の中小私鉄も
｢連合して尠くも二千万円以上の外資を借入













立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
  ) 日本国内の鉄道敷設をめぐる ｢官設論｣ ｢民
設論｣ については, さしあたり老川慶喜 『近代
日本の鉄道構想』 日本経済評論社,     年, を
参照のこと｡  ) 野田雅穂 『日本証券市場成立史―明治期の鉄
道と株式会社金融―』 有斐閣,     年,    ～   頁｡
  ) ｢日本九州山陽三鉄道の外資輸入｣ (『東京経
済雑誌』 第   号,     年６月  日), ｢山陽九
州両鉄道の外資輸入｣ (同, 第   号,     年  
月  日)｡  ) 前掲 ｢台鉄の創立延期許可と各鉄道連合の外




西鉄道をはじめ, 山陽, 九州, 阪鶴, 北越, 東
武, 甲武などの諸鉄道が外債発行を企てていた
(同,    頁)｡
                                                                
